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　トラック輸送は国内貨物輸送の9割以
上を担うなど物流の基幹産業として、わが
国の高度な経済活動や豊かな国民生活を
根底から支えています。
　東日本大震災においても、全国各地か
らトラックが集結して大量の緊急支援物資
を輸送し、被災地へのライフラインとして
の役割を果たしました。
　それだけに公共性の高い事業であり、
荷主・消費者ニーズの多様化・高度化に応える安全・安心な輸送サービスの提
供は、社会的使命を帯びていると言ってもいいでしょう。
　一方で、トラック運送事業をとりまく経営環境は、ここ数年の急激な原油高
の影響や、一昨年秋以降の急激な内外の景気後退による荷動きの減少など非
常に厳しい状態が続いております。
　平成2年に施行された貨物自動車運送事業法に基づいて創設された貨物自
動車運送適正化事業実施機関は、トラック運送業界がこうした社会的な要請
に応えるための環境整備と業界の社会的地位向上のためにトラック運送事業
の適正化に努めてまいりました。
　平成15年からは、トラック運送業界全体の安全性向上に寄与するために「貨
物自動車運送事業安全性評価事業」をスタートし、ますます適正化事業実施
機関の活躍の場が広がり、重要性を帯びてきています。
　トラック運送業界の健全な発展の一翼を担うという、適正化事業の使命を
達成するため、これからもご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

トラック運送事業の健全な発展を願って

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関
社 団 法 人　 全 日 本 ト ラ ッ ク 協 会

会長　星野　良三

ごあいさつ



組織と事業
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　実施機関には地方と全国の実施機関があります。�
地方実施機関は、地方適正化事業を行う実施機関と
して各都道府県トラック協会が地方運輸局長より指
定されています。
　また、全国実施機関は、全国適正化事業を行う唯
一の実施機関として社団法人全日本トラック協会が
国土交通大臣より指定されています。

平成2年12月
　貨物自動車運送事業法の施行に伴い貨物自動車運送適正化事
業がスタート。
　事業者における遵法意識の啓発、違法行為を行っている事業者
に対する指導、荷主に対する要請等の活動を行う事業を適正化事
業と位置付け、これを推進するために、同法第43条により、全日
本トラック協会は全国貨物自動車運送適正化事業実施機関（以下、
全国実施機関という。）として、同法第38条により都道府県トラッ
ク協会は地方貨物自動車運送適正化事業実施機関（以下、地方
実施機関という。）として、運輸大臣（当時）の指定を受ける。

平成5年8月
　適正化事業にかかわるシンボルマークを制定する。

平成6年3月
　参議院の付帯決議により、適正化事業が3年を経過して運輸省
に設置された「貨物自動車運送適正化事業実施機関の見直しに関
する検討委員会」で検討した結果、今後ともトラック協会が実施機
関として、適正化事業の推進にあたることが適当との結論を得る。

平成7年3月
　巡回指導調査・指導項目を73項目から特別積合せ事業43項
目、一般事業38項目に整理統合するとともに、全国統一の重点
指導項目を設定する。

平成11年9月
　適正化事業指導員が巡回指導を行う際に、トラック運送業界の
最新情報を提供するための情報紙「適正化情報」を創刊する。

平成13年4月　
　輸送秩序を阻害する行為の排除に向けた諸対策を講じるため、
適正化事業委員会の下部組織として「輸送秩序に係る特別小委員
会」を設置する。

平成15年4月
　改正貨物自動車運送事業法において、地方実施機関は巡回指
導調査や苦情解決等の地方適正化事業の実施に必要な限度にお
いてトラック運送事業者に対して、説明や資料の提出を求めること
ができるなど、権限が強化される。
　地方実施機関の組織・運営の一層の中立性・透明性を確保する
ため、地方実施機関毎に「地方評議委員会」を設置する。
　巡回指導調査・指導項目を特別積合せ事業50項目、一般事業
45項目に整理統合する。

平成15年7月
　利用者がより安全性の高い事業者を選び易くするとともに、事
業者全体の安全性の向上に対する意識を高めるための環境整備を
図るため、事業者の安全性を正当に評価・認定し、公表する、貨
物自動車運送事業安全性評価事業がスタートする。

平成19年4月
　巡回指導の効果的・効率的な実施等の観点から、巡回指導項
目等について所要の見直しを行い、現行の50項目を、指導項目
37と自主点検項目13に二分した。

─地方と全国の実施機関

　各実施機関では、適正化事業を実施するための組
織体制を構築し、公正・着実な適正化事業の実施に
努めています。
　平成15年度には、地方評議委員会を設置するなど、
組織・運営のより一層の中立性・透明性を図ってい
ます。

─中立性・透明性のある組織体制

◢◤ 平成2年12月よりスタート◢◤

　トラック運送事業の運営を適正かつ合理的なものにするとともに、民間団体等による自主的な活動を促
進することにより事業の健全な発展を図ることを目的に、平成2年12月、「貨物自動車運送事業法」が施行
されました。この事業法に基づき「貨物自動車運送適正化事業実施機関」（以下「実施機関」）が創設され、
以来、トラック運送事業の健全な発展を図るため、適正化事業を推進してきました。
　また、平成15年4月から「改正貨物自動車運送事業法」が施行されました。大きな改正点は、トラック運
送事業の営業区域規制と運賃・料金の事前届出制の廃止、法令違反に対する罰則強化、実施機関の権
限強化などにより事後チェック体制を強化することなどです。
　さらに、国土交通省は、平成18年10月から運輸安全マネジメントの導入や監査の強化、運行管理制度
の徹底など三位一体の安全対策に力を入れています。

適正化事業のこれまでの歩み

社会的要請に応えて誕生
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他の部

常務理事
（適正化事業担当）

地方適正化事業実施本部
地方適正化事業実施本部長、
常勤役員、部長、課長
適正化事業指導員等

貨物自動車運送
適正化事業
対策協議会

・ 国土交通省
・ 学識経験者
・ マスコミ関係者
・ 運送事業関係者
・ 荷主関係者
・ 労働組合関係者
・ 一般消費者

地方評議委員会（諮問機関）

都道府県トラック協会＝
地方貨物自動車運送適正化事業実施機関

他の部

ブロックごと

意見集約

会　長

適正化事業委員会 常任委員会

申請、協力

指定、指導監督

申請、協力

指定、指導監督

意見反映

・マスコミ関係者 ・ 学識経験者 ・ 荷主関係者
・運送事業関係者 ・ 一般消費者 ・ 労働組合関係者

事業者に対する指導

白トラ防止のための啓発

秩序確立のための
啓発と広報

苦情の処理

行政に対する協力
協　力

指導監督

会　長

基本的指針の策定

地方の連絡調整・指導

秩序確立のための
啓発と広報

国
土
交
通
省

地
方
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輸
局

運
輸
支
局

（社）全日本トラック協会＝
全国貨物自動車運送適正化事業実施機関

適正化事業指導員に
対する研修

連
　
携

基本的方針の策定、
連絡調整、指導研修
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適正化事業部

地方実施機関の役割

全国実施機関の役割

適正化事業実施機関の組織とその役割適正化事業実施機関の組織とその役割適正化事業実施機関の組織とその役適正化事業実施機関の組織とその役割

3



指導環境
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資料：国土交通省

営業用トラック
2,687

国内航空
1

鉄　道
43

内航海運
332

自家用トラック
1,767

7.8%
（鉄道・内航海運・
  航空の合計）

輸送トン数ベース 輸送トンキロベース

56.0％
（営業用）

5,236
（単位：億トンキロ）

36.1%
（鉄道・内航海運・航空の合計）

営業用トラック
2,933

国内航空
10

鉄　道
206

内航海運
1,673

自家用トラック
414

（自家用）
％7.955.6％

（営業用）36.6％
（自家用）

4,830
（単位：百万トン）

4

─年間貨物輸送量と輸送機関別分担率（平成21年度）

　平成20年度以降の急激な内外の経済不況もあって
全体のトラック運送事業者数は平成20年度以降2年
連続して前年度より減少しています。

─トラック運送事業への新規参入の推移（単位：者）

　トラック運送事業者の事業規模は、車両台数10台
以下の事業者が全体の56.1％を占め、20台以下では
77.6％になるなど、ほとんどが中小規模の企業という
特性を有しています。

─車両規模別事業者（単位：者）

◢◤信頼されるトラック運送事業をめざして◢◤

　わが国のトラック輸送産業は、事業者数で6万2,712社、市場は13兆円超と、基幹産業
としての確固たる地位を築いています。その一方で、99.9％が経営基盤が脆弱な中小企業で
占めるという構造でもあります。適正化事業指導員は、トラック運送事業者が荷主企業や社
会から信頼され、健全な発展ができるよう、全国で8万4,191事業所（平成22年10月末現在）
を対象に巡回指導にあたっています。

トラック運送事業者数

営業用トラック台数

トラック運送事業従業員数

トラック運送事業営業収入

6万2,712社（平成22年3月末）

136万1,336台（平成22年3月末）

123万1,727人（平成21年3月末）

13兆73億円（平成20年度）

資料：国土交通省
　わが国の国内貨物輸送量は、トン数で年間48億トン、トンキロで5,236億トンキロとなってい
ます。そのうち営業用トラックの輸送量は、トラック輸送量全体でトン数において60.3％を占め、
自家用トラックとの差は広がっています。トンキロでは同様に87.6％の輸送を担っています。

資料：国土交通省

８万４千を超える全事業所を指導対象に
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資料：全日本トラック協会

資料：国土交通省

資料：警察庁　（注）：▲は減少を示す

資料：警察庁交通局「交通統計」　　
（注）：グラフのなかの数字は全死亡事故件数に占める営業用トラックの割合（％）

巡回件数（件）

指導項目数（件）

出動延台数（台）

指導項目数（件）

事業者（件）

荷主（件）

一般消費者（件）

事業者への
巡回指導

パトロール
による指導

啓発活動、関連会議、懇談会等の
実施状況（回）

行政への通報（件）

苦情状況

項　目
年　度 平成18

30,549

163,801

7,706

395

2,657

680

169

12

783

19

31,174

148,164

7,129

207

2,641

318

128

5

684

20

31,859

148,411

7,046

35

2,492

287

148

3

664

21

29,436

139,399

7,477

40

2,830

300

191

0

972

22

28,619

120,396

7,802

20

3,434

270

197

7

1,253

処分に係わる違反内 容

名義貸し等

平成18 17 601 1,005 405 4,563 6,591
19 28 557 974 266 3,847 5,672
20 10 708 1,266 277 5,001 7,262
21 11 720 1,428 138 7,289 9,586 
22 13 652 1,333 128 6,395 8,521 

事業計画
変　　更

過労防止
違　　反

過積載防止
違　　　反

その他の
違　　反

違反件数
合　　計

区分

年度

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2120 2219181716151413平成12

4,726

0
（年）

（件）

8.3
（727）

7.8
（656）

8.1
（651）

8.4
（624）

8.6
（606）

8.9
（587）

8.6
（528）

9.1
（510）

8.1
（407）

7.7
（366）

8.0
（377）

7,084
7,456

7,993
8,4148,707

営業用トラックによる
死亡事故の割合（カッコ内は件数）

全死亡事故件数

6,625
6,147

5,587
5,025

4,773

18 8,573,609 1,486 4,314 3,589 9,389 0.1 ▲ 16.7
19 8,480,056 1,498 4,345 3,545 9,388 0.1 ▲ 0.0
20 8,175,691 1,234 3,412 2,639 7,285 0.1 ▲ 22.4
21 8,345,760 1,022 2,830 2,268 6,120 0.1 ▲ 16.0

過　積　載　違　反
道交法違反
取締件 数 10割以上 5割以上

10割未満 5割未満 計 構成率 対前年比

区分

年

17 8,939,678 1,801 5,145 4,331 11,277 0.1 ▲ 22.3平成

　平成22年度の違反処分状況は、「名義貸し」を除く、
「事業計画変更」「過労防止違反」「過積載防止違反」
などで前年度より減少しています。

─貨物自動車運送事業法・道路運送法の違反処分状況の推移（単位：件）

　平成22年の交通事故による死者数は4,863人とな
り10年連続で減少するとともに、過去最悪となった
昭和45年の1万6,765人の3割弱にまで減少していま
す。営業用トラック（軽貨物を除く）が第１当事者と
なった死亡事故件数は377件で、10年前と比べ半減
しています。

─死亡事故件数の推移（第１当事者──単位：件）

　地方実施機関に配属されている適正
化事業指導員の活動状況によると、平
成22年度には2万8,619カ所の事業所に
対し巡回指導を行い、パトロールに延
べ7,802台が出動し、指導および啓発活
動を行っています。

─地方実施機関による指導実績の推移
　─（単位：件、台）

　過積載運行に対する取締りと罰則が強化された平
成6年施行の改正道路交通法により、過積載違反は
減少傾向にあります。平成21年の違反件数は前年よ
り16.0％減っています。

─過積載違反の取締件数の推移（単位：件、％）



全国実施機関の役割
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　適正化事業指導員の業務活動は事業計画、運行管
理、車両管理、労務管理など多岐にわたっています。
その調査・指導はもちろんのこと、トラック運送事
業経営や業界の動向など、多くのことを把握してい
なければなりません。

─適正化事業指導員のための全国研修

　そのため適正化事業指導員には高い資質と能力が
求められます。全国実施機関では、地方実施機関の
適正化事業指導員の資格制度を設けるとともに、豊
富なメニューときめ細かな研修を行い、人材育成や
資質向上に努めています。

◢◤地方適正化事業をスムーズに◢◤

　全国実施機関は、地方適正化事業の円滑化を図るために、毎年、事業活動の基本方針
を策定し、連絡調整を行いながら、広報・啓発活動も行っています。また、トラック運送事
業者に対し、アドバイスや経営・業務相談を行うことができる適正化事業指導員を育成する
全国研修も実施しています。
　また、平成15年度より、事業者の安全性を正当に評価し、認定・公表する貨物自動車運
送事業安全性評価事業「Gマーク制度」を実施しています。（12〜13頁に詳細を記載）

・初級研修

　�　適正化事業指導員を志す人のため
の初級研修では、貨物自動車運送事
業法や労働基準関係法令を学ぶだけ
でなく、ベテラン指導員を事業者と
見立て、巡回指導を模擬演習形式で
行うなど実践教育も積極的に採用し
ています。

・専門研修

　�　専門研修は、初級研修修了者を対
象としています。ベテラン、中堅指導
員のレベルアップを図るため専門知識
を身につけてもらい、事業者の良きア
ドバイザーとしての役割を果たすこと
を第一の目標としています。

社会的ニーズに応える適正化事業の推進役として
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年1回開催

地方単位で通年開催

全国で複数回開催

年2回開催

全

国

研

修

地
方
研
修

段階的研修による適正化事業指導員の育成

▼

ブロック単位で年1回開催地 方 ブ ロ ッ ク 研 修

年2回開催専 門 研 修

初 級 研 修

特 別 研 修

ステップ アップ 研 修

小規模グループ研修

▼

▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼

る適正化事業指導員の育成

研修の仕組み

・その他の研修

　�　適正化事業に必要な、より専門的
で実践的な特別研修やステップアッ
プ研修など、各種研修を行っている
ほか、地域事情にふさわしいきめの
細かい指導ができるよう、全国・地
方実施機関による共同研修も実施し
ています。

適正化事業指導員が常に携帯している
バッジと身分証明書



地方実施機関の役割
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・巡回指導
　�　巡回指導ではトラック運送事業者に対する改善指
導に加え、適正な事業経営の参考となる情報提供、
優良事業所の事例なども紹介しています。巡回指導
回数は、2年に1回を目標としていますが、改善が必
要な事業所を優先的に実施するなど、柔軟な取り組
みを行っています。

・街頭パトロール
　�　輸送の安全を確保するため、過積載運行や速度超
過、駐車違反などを防止するため、パトロールや行
政が実施する街頭検査にも積極的に参加し、違反行
為をしないよう直接ドライバーに呼びかけています。

・苦情処理
　�　引越輸送、宅配便などに関する一般消費者、荷主、
トラック運送事業者からの問い合わせや苦情などに
対応し、解決に努めています。

・過積載防止対策
　�　過積載運行の防止を最重点指導項目のひとつとし
て指導にあたっています。また、警察などの協力を
得て一般国道などで「過積載運行防止キャンペーン」
を実施するとともに、関係行政機関や荷主企業を交
えた連絡会議や懇談会を開くなど、さまざまな対策
が講じられています。

・新規事業者向けの講習会
　�　新規事業者に対して、関係行政機関と連携して講
習会を開き、法令から運行管理、労働基準法、法定
福利など、トラック運送事業者として最低限必要な
知識について説明しています。

─適正化事業指導員の主な仕事

・既存事業者向けの各種講習会
　�　直接、事業にかかわる法令などの改正について、
専門家を招いてポイントを解説してもらったり、運行・
整備管理者を対象に事故防止や省エネ対策などの
テーマで、より実務的な講習内容にするなど、タイム
リーで工夫を凝らした各種講習会を開いています。

・安全総点検
　�　繁忙期前に輸送の安全を確保するため、安全総点
検を実施し、ドライバーや作業員向けに運行上の安
全対策や貨物の積載方法などについて徹底した指導
を行っています。

・荷主懇談会
　�　荷主企業とトラック運送事業者の相互理解を深め
ることを目的とした懇談会が定期的に開かれていま
す。交通安全、輸送秩序、効率輸送などをテーマに、
輸送品目ごと、あるいは地域ごとに、トラック輸送に
対する理解と協力を求めています。

・荷主企業への協力要請
　�　荷主企業による不当な運賃・料金の引き下げ要求
については、トラック運送事業者からの苦情を受けて、
荷主企業に対し適正運賃についての理解と協力要請
を行っています。また、不公正取引の是正に向けた
関係行政機関との連絡会議なども開催しています。

◢◤全国で402名の適正化事業指導員が活躍◢◤

　地方実施機関は、トラック運送事業者に対する指導、広報・啓発活動、苦情処理、関係
行政機関への協力要請などを通して、適正化事業に取り組んでいます。そして現場で業務に
あたっているのが、研修を修了した適正化事業指導員です。全国に402名（平成23年8月
末現在）いる適正化事業指導員が、巡回指導などを通じて、それぞれの地域でトラック運送
事業者の良きパートナーとして、また、アドバイザーとして活躍しています。

トラック運送事業者のグッド・パートナーとして
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事業計画等

指導項目

● 主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。
● 営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。
● 自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。
● 乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適正か。
● 乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。
● 届出事項に変更はないか。（役員・社員、特定貨物に係る荷主の
　 名称変更等） （本社巡回に限る。） 
● 自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）は
　 ないか。
● 名義貸し、事業の貸渡し等はないか。

● 事故記録が適正に記録され、保存されているか。
● 自動車事故報告書を提出しているか。
● 運転者台帳が適正に記入等され、保存されているか。
● 車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。
● 事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか。
　 （本社巡回に限る。）

● 整備管理規程が定められているか。
● 整備管理者が選任され、届出されているか。
● 整備管理者に所定の研修を受けさせているか。
● 日常点検基準を作成し、 これに基づき点検を適正に行ってい
　 るか。
● 定期点検基準を作成し、 これに基づき、適正に点検・整備を行
　 い、点検整備記録簿等が保存されているか。

● 就業規則が制定され、届出されているか。
● 36協定が締結され、届出されているか。
● 労働時間、休日労働について違法性はないか（運転時間を除く）。
● 所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。

● 労災保険・雇用保険に加入しているか。
● 健康保険・厚生年金保険に加入しているか。

● 過積載による運送を行っていないか。
● 点呼の実施及びその記録、保存は適正か。
● 乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。
● 運行記録計による記録及びその保存・活用は適正か。
● 運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。
● 乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行って
　 いるか。
● 特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。
● 特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか。

● 運行管理規程が定められているか。
● 運行管理者が選任され、届出されているか。
● 運行管理者に所定の研修を受けさせているか。
● 事業計画に従い、必要な員数の運転者を確保しているか。
● 過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗
　 務割が作成され、 休憩時間、 睡眠のための時間が適正に管理
　 されているか。 

法定福利

労基法等

車両管理等

運行管理等

帳票類の整備、報告等



適正化事業指導員の1日
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　事業所の巡回指導は、2年に１回を目安に計画的に実
施しています。実施機関内では、指導実績の報告や連絡、
調整など綿密に打ち合わせをします。今日の予定は、午
前は通常巡回で2年ぶりにお邪魔する事業者さん。そし
て、午後からは、安全性優良事業所認定制度へ2度目の
申請を行った事業所さんへ、申請内容の確認等を行う巡
回指導を行うことになっています。

・綿密な計画にそって効率的に

　遠隔地など特殊な場合を除いて、1日の巡回指導
は基本的に2件です。訪問先には文書などで事前に
アポイントメントをとってあります。玄関先で事業
者さんからの出迎えを受け「お待ちしていました」
のひと言。お願いしていた資料も事前に揃えてあり、
さっそく、巡回指導に取り掛かります。

・1日2ヵ所を訪問

・巡回指導は2人1組で

　巡回指導は、基本的に2人1組で行っています。そ
れぞれが巡回指導車に乗って巡回指導先に向かいま
す。日頃から事業者さんへはエコドライブの実践など
をお願いしていますが、適正化事業指導員自らも指導
車にハイブリッド車を使用するなど、環境保全への配
慮を率先して心掛けています。

◢◤巡回指導に従事する適正化事業指導員◢◤

　トラック運送事業者から信頼されるグッド・パートナーとして、日々、業務に精励する適正
化事業指導員。トラック運送事業者への巡回指導を中心に適正化事業推進の中核を担って
います。その地方適正化事業実施機関の適正化事業指導員のある一日を追って、その活動
を紹介します。

適正化事業推進の中核を担って
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・公正で的確な指導

　37の指導項目と13の自主点検項目について、新・
巡回指導マニュアルに則って所定の指導を行います。
各種帳票類が整備されているかなど、資料の提示や
説明を受けながら順調に予定通り調査を終えました。
時には、事業者さんから、書類の記入の方法や整備
の仕方について質問を受けたりします。今日は、点
呼簿の正確な記入の仕方について相談を受け、丁寧
にアドバイスしました。また、適正化事業指導員か
らも不正軽油撲滅のチラシを渡してお願いしたり、
行政からの通達をお知らせしたりと、コンサルタント
業務を行うことも少なくありません。

・指導以外に現場学習も

　顔なじみのドライバーと久しぶりに出会えば、コ
ミュニケーションも弾みます。また普段、なかなか見
る機会のない、点呼や日常点検など現場の勉強をさ
せてもらうこともあります。この事業者さんの構内で
は、新型車のオイル交換を見せてもらいました。さら
に、先進的・模範的な事例に遭遇すれば、他の事業
者さんへのアドバイスの参考にさせてもらうときもあ
ります。



安全性優良事業所認定制度
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　安全性優良事業所の認定の対象となるのは会社単
位ではなく、事業所単位です。現在、全国で17,115
事業所（平成24年3月14日現在）のトラックがＧマー
クを付けて走っています。認定の有効期間は２年間
から最長4年間です。  

 キメ細かな認定対象

　申請書類等は、地方貨物自動車運送適正化事業実
施機関（都道府県トラック協会）で受け付け、全国実
施機関で審査を行い、安全性評価委員会で公平に評
価されます。委員会は、学識経験者、労働組合関係者、
荷主団体、マスコミ、一般消費者、国土交通省職員
及び全国実施機関担当役員で構成されています。  

 公平な評価

　「安全性に対する法令の遵守状況」「事故や違反の
状況」「安全性に対する取組の積極性」の3テーマに
38の評価項目が設けられています。100点満点中評

価点数の合計点が80
点以上（「安全性優良
事 業 所 認 定 制 度 ス
キーム」参照）を取得
し、社会保険等の適
正加入などその他の
認定要件を満たした
事業所が「安全性優
良事業所」として認
定されます。 

 3テーマ38項目の厳しい評価

◢◤安全性優良事業所とは◢◤

　荷主企業がより安全性の高いトラック運送事業者を選びやすくするために、全国貨物自動
車運送適正化事業実施機関（社団法人 全日本トラック協会）が厳しい評価をし、認定した
事業所です。
　Ｇマークは安全性優良事業所のみに与えられる安全・安心・信頼の証しです。

認定証やGマークステッカーを掲示して
安全性優良事業所をPR

Gマークを貼付したトラック

安全・安心が見える信頼の「Ｇ」マーク

●  認定事業所数および認定事業所の車両数の推移
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法令を遵守し、運送事業者に対して、過積載や高さ制限違反等の法令違反となるような要求はしない。

運送事業者との協力のもと、安全運送に関する定期的な協議・会合の実施、安全パンフレットの
配布など安全運送の確保と啓蒙活動に努める。

運送事業者の選定にあたっては、ＩＳＯ９００１基準や安全性優良事業所認定制度などの客観的
な基準を積極的に活用する。

法令違反を繰り返す運送事業者に対しては、取引の停止などを含め、毅然とした態度で臨む。

1.

2.

3.

4.

「安全性優良事業所
  認定制度」は、
  産業界も
  注目しています。

（社）日本経済団体連合会「安全運送に関する荷主としての行動指針」（平成１５年１０月２１日策定）より抜粋

◆安全性優良事業所に係るインセンティブ

安全性優良事業所認定制度スキーム

通常、違反点数は3年間で消去されますが、違反点数付与後2年間違反点数の付与
のない場合、当該違反点数を消去できます。

対面点呼に代えて、国土交通大臣が定める設置型または携帯型のカメラを有する機
器による営業所間または営業所と車庫間での点呼が可能となります。

損害保険会社の一部企業では、独自の保険料割引を適用しています。

CNGトラック等に対する補助について、最低台数要件が3台から1台に緩和されます。

2地点間を定時で運行する形態の場合の他営業所における点呼、同一敷地内に所
在するグループ企業間における点呼が承認されます。

安全性優良事業所安全性優良事業所

安全性評価委員会

公表

次の3項目を点数化し評価

申請

申請書、データ送付

① 安全性に対する法令の遵守状況（配点40点）
　  ─ 地方実施機関の巡回指導結果 ─
　  ─ 運輸安全マネジメント取組状況 ─
② 事故や違反の状況（配点40点）
　  ─ 重大事故・行政処分の状況 ─
③ 安全性に対する取組の積極性（配点20点）
　  ─ 申請者の自己申告事項 ─

1）上記①～③の評価点数の合計点が80点以上
2）上記①～③の各評価項目において下記の基準点数以上
　　【基準点数】
　　 ①安全性に対する法令の遵守状況（32点）
　　 ②事故や違反の状況（21点）
　　 ③安全性に対する取組の積極性（12点）
3）法に基づく認可申請、届出、報告事項が適正になされていること
4）社会保険等の加入が適正になされていること

評価項目

認定要件

地方実施機関

希望事業者
（事業所単位）

全国実施機関

安全性優良事業所認定制度スキーム

希望事業者
（事業所単位）
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